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Summary
Recently,collegefemalesarefrequentlyreportedtoconsume
relativelysmalleramountofenergy・Thesmallamountofenergy
consumedinphysicalactivityisconsideredtocausepoorbody
compositionandfitness.Thepurposeofthisstudyis,therefore,to
clarifyacorrelationamongphysicalactivity,bodycomposition
andfitnessincollegefemalesbyapplyingdetailedstatistical
analysis.
Onehundredandtwentyninecollegefemales(age:19.1=tO.7yrs)
wereusedassubjects.Variablesdeterminedinthisstudywere:
walkingstepsperdaymeasuredinpedometers,height,weight,
Rohrerindex,percentbodyfat(%Fat),bodyfat(Fat),leanbody
mass(LBM),gripstrength,backstrength,pronetrunkextension,
standingtrunkflexion,Sargentjumpandl2-minuterunningdis-
tance.Correlationcoefficients,analysisofvarianceandT-test
wereappliedtoanalyzedata.
Asresultsofthisstudy,itwasfoundthatarateofFattoweight
like%Fatdoesnotshowacorrelationtomuscularstrengthbut
weightinvariouspartsofabodylikebodyweight,FatandLBM
showacorrelationtomuscularstrengthObeseindividualsare
foundtohavepoormuscularpowerbecauseitseemsthatanexcess
amountoffatinterruptsmomentarymovementslikemuscular
power.
要約
最近、女子学生の消費熱量（身体活動量）の低下が頻繁に指摘され
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ている。この身体活動量の低下は、身体組成や各種の体力要素に悪影
響をもたらし、不健康を招いているようである。したがって、本研究
の目的は、女子学生における身体活動量・身体組成・各種体力要素の
相互関係を明らかにし、不健康を生む各種要素の相互関係を追求する
ことである。
129名の女子学生（平均年齢19.1=t0.7歳）を被験者とし、万歩計を
利用して平均1日歩数を計測し、その外、身長、体重、ローレル指数、
体脂肪率(%Fat)、体脂肪(Fat)、除脂肪体重(LBM)、握力、背筋
力、伏臥上体そらし、立位体前屈、垂直跳び、12分間走を測定した。
さらに、データの分析には、相関係数、分散分析、T検定を利用し、統
計処理をした。
本研究の結果、女子学生において、1)%Fatといった体脂肪の割
合は、筋力に相関を示さないが、体重、Fat、LBMなど、身体各部の
実質の重量が重いほど、筋力は強いこと、2）大腿部の柔軟性は、日
頃長い距離を歩いている者が優れていること、3）持久能力が劣ると、
大腿部の柔軟性が劣ること、4）太っていると、体脂肪が負担あるい
は障害になるからなのか、一気に力を入れるような瞬発的な力に劣る
こと、などが明らかになった。
序論
ある一定の年齢範囲内では、加齢に伴ってローレル指数が増加する
ことより、最近､肥満化傾向が指摘'2)されている。さらに、児童生徒に
おいても、肥満児の増加が指摘7)され､成人病罹患率を増加させる肥満
は、現在、大きな社会問題になっている。そのため、肥満を解消、或
いは、軽減する目的で、運動療法、食事療法などの各種試みが最近盛
んに行われている。
ところが、女子学生では、容姿や体型を気にして太らないようにし
8ラ（4）
ている結果なのであろうが､摂取熱量の低下が､最近指摘8),12),15),21)され
ている。女子学生の身体活動量や栄養摂取量について、消費熱量や摂
取熱量を分析した石垣と鈴木'5)は、女子学生の摂取熱量が196kcalも
少なく、この状態が長時間続けば、体力は消耗してしまうと報告して
いる。さらに、摂取熱量が1,701kcalと同年齢所有量を下回り、個人
別摂取量の充足している女子学生が23.9％(26名)、不足している女子
学生が76.1％(83名)であったという研究報告2')もあり、女子学生の消
極的な日常生活が浮き彫りにされている。
ところが、女子学生の身体活動量や栄養摂取量に関する問題は、摂
取熱量の低下だけでなく、消費熱量の低下についても当然指摘'2)はあ
る。つまり、ある短大生（200名）1日の平均カロリー摂取量と消費量
について調査をした波多野'2)は､被験者の摂取量が1,983kcalで､消費
量が1,947kcalであったことを報告し、他の調査でも、若い女性の平
均摂取量は2,000kcalほどで、あまり食べないし、あまり身体を動かさ
ないという消極的な日常生活を指摘'2)している。摂取熱量の低下によ
り、肥満の心配はないが、消費熱量も低下していることから、身体を
動かすことが少なく、元気のない生活を送っている女子学生が多いよ
うである。ある国立工業高等専門学校生(男子120名）の1日平均消費
量を調べた戎8)は、平日2,548.71kcal、休日2,296.97kcalで、前述の短
大生の消費カロリーを遙かに上回っていたことを指摘しており、身体
活動量及び栄養摂取量の低下は、青年期という年齢層における現象で
はなく、女子学生に見られる特徴のようである。
さらに、身体活動量や栄養摂取量の低下傾向の中で、青年期であっ
ても身体活動量の不足は、身体的老化現象をもたらし8)､栄養摂取量が
多い場合は単純性肥満を招き、そのほか、柔軟性、全身持久性などの
各種体力要素の低下は充分考えられる。したがって、女子学生におけ
る身体活動量・身体組成・各種体力要素の相互関係を明らかにするこ
とによって、女子学生の身体的問題点を明らかにすることができる。
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ところが、身体活動量・身体組成・各種体力要素についての研究は、
戎3),4),5),6),7),9),10)を始め、数多くの報告2),11),16),17),18),19),23),24),25),28),31),32)があ
り、これらの研究報告を要約すると、1）運動持続距離を1日2回或
いは1日3回に分散しても、合計距離が同じであれば、1日1回のジ
ョギングでも心肺持久性や血液脂質に及ぼす影響に差はない、2）運
動持続距離が長くなれば、身体組成、最大酸素摂取量(VO2max)、身
体的仕事量の変化は著しい、3）体脂肪は、身体活動の実施程度と反
比例している、4）長期間の運動実施により、%Fatは減少し、筋肉
量やLBMが増加することから、体重はあまり変化しない、5)%Fat
は、VO2max、柔軟性、瞬発力との間に負の相関関係を示す、という
ものであり、身体活動量・身体組成・各種体力要素は、相互に関連し
ていることがわかる。
ところが、身体活動量・身体組成・各種体力要素の相互関係につい
ての研究報告は多くあるものの、身体活動量や栄養摂取量の低下傾向
が指摘されている女子学生について、これらの変数を詳細に分析した
研究報告は少なく、分析の過程で各変数をいくつかの群に分類し、各
群間において、その関連を明確にした報告はほとんど見られない。
したがって、本研究の目的は、詳細な分析方法を利用し、女子学生
における身体的活動量・身体組成・各種体力要素の相互関係を明らか
にすることである。
方法
健康な女子学生129名（平均年齢19.1士0.7歳）を対象に、万歩計に
よる平均1日歩数、身長、体重、ローレル指数、%Fat、Fat、LBM、
握力、背筋力、伏臥上体そらし、立位体前屈、垂直跳び、12分間走を
測定した。身体活動量の測定は、万歩計を利用した。万歩計の信頼性
には、疑問も考えられるが、万歩計の信頼性について、多くの場合、











